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●
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

　

に
関
す
る
条
例
中
改
正

　
　

農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
適
正
化
推
進
委
員
の
報
酬
を
定
め
る

も
の
。

●
町
長
、
教
育
長
の
給
与
及
び
旅
費
条
例
中
改
正

　
　

平
成
29
年
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
給
与
改
定
が
勧
告
さ
れ
、
職

員
給
与
条
例
改
正
に
伴
い
、
町
長
・
教
育
長
の
期
末
手
当
も
改
正

す
る
も
の
。

●
職
員
給
与
条
例
中
改
正

　
　

平
成
29
年
人
事
院
及
び
県
人
事
委
員
会
に
よ
り
給
与
改
定
が
勧

告
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
給
与
条
例
の
改
正
を
行
う
も
の
。

　

■
組
合
規
約
の
変
更

●
峡
南
衛
生
組
合
規
約
の
変
更

　
　

組
合
業
務
と
し
て
、
霊
柩
運
送
事
業
を
廃
止
。

　
　

南
部
町
が
新
た
に
加
入
す
る
こ
と
に
伴
い
、
議
員
定
数
と
副
管

理
者
の
選
任
方
法
を
変
更
す
る
も
の
。

　

■
条
例
の
制
定
１
件

●
農
業
委
員
会
の
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定
数
に
関

　

す
る
条
例
の
制
定

　
　

農
業
委
員
の
選
任
や
新
た
に
設
置
す
る
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
選
任
な
ど
、
新
体
制
の
業
務
に
対
応
す
る
た
め
制
定
す
る

も
の
。

　

■
条
例
の
改
正
６
件

●
町
立
保
育
所
条
例
中
改
正

　
　

平
成
30
年
８
月
に
市
川
保
育
所
と
富
士
見
保
育
所
を
統
合
し
て
、

新
保
育
所
を
設
置
す
る
に
あ
た
り
、
新
保
育
所
の
名
称
（
市
川
富

士
見
保
育
所
）
と
位
置
を
定
め
る
た
め
条
例
改
正
す
る
も
の
。

●
簡
易
水
道
給
水
条
例
中
改
正

　
　

安
全
な
水
の
安
定
し
た
供
給
や
災
害
時
等
の
飲
料
水
を
確
保
す

る
た
め
の
施
設
・
設
備
の
整
備
や
維
持
管
理
に
伴
う
費
用
を
捻
出

す
る
た
め
料
金
改
定
す
る
も
の
。

●
水
道
給
水
条
例
中
改
正

　
　

簡
易
水
道
同
様
、
安
全
な
水
を
安
定
し
て
供
給
す
る
た
め
の
費

用
を
捻
出
す
る
た
め
料
金
改
定
す
る
も
の
。

条例の制定１件・条例の改正６件・規約の変更１件条例の制定１件・条例の改正６件・規約の変更１件

平成30年２月１日発行　第50号 2

平成 29 年度 一般会計補正予算一般会計補正予算（万円未満は四捨五入）

収入支出の補正額は
補正額　　 　　　9,691万円
総　額　102億1,774万円

地方交付税 6,471 万円
国庫支出金 　   　3,013 万円
県 支 出 金 1,677 万円
町　　　債（借入金） △1,470 万円

収
入
の
お
も
な

内
訳

土　木　費
篭鼻川浦線工事費 1,100 万円
篭鼻川浦線用地購入費・建物等補償費更正
 △ 2,830 万円

消　防　費
防災貯蓄倉庫・消防団詰所
　　　　　建設予定地用地費追加 320 万円

教　育　費
陶芸施設建設工事費 335 万円
上野スポーツ広場テニスコート改修工事費追加
 280 万円

 公　債　費
町民会館解体に係る任意繰上償還金・利子
 1,649 万円

第４回定例会
 総　務　費
ふるさと納税関係委託料追加 412 万円
若者定住促進住宅補助金追加 770 万円
計算センター負担金追加 402 万円
機械類借上料更正 △ 489 万円

 民　生　費
障害者自立支援給付支払システム
　　　　　　改修事業委託料追加 291 万円
国民健康保険特別会計繰出金追加 2,635 万円
社会福祉費・児童福祉費償還金追加 668 万円
保育士派遣業務委託料追加 309 万円

商　工　費
印章購入費助成制度助成金追加 10 万円

支出のおもな内訳

いちかわみさと議会だより3

　

第
４
回 
臨
時
会　
10
月
10
日

総　

務　

費

・
衆
議
院
議
員
選
挙
費 
１
，
２
０
８
万
円

・
町
長
選
挙
費
追
加 

36
万
円

農
林
水
産
業
費

・
特
産
品
加
工
施
設
修
繕
費
追
加 
28
万
円

教　

育　

費

・
市
川
中
体
育
館
屋
根
修
繕
費
追
加 

76
万
円

契
約
の
締
結

・
保
育
所
新
園
舎
厨
房
機
器
備
品
購
入
契
約
と

　
同
園
舎
屋
外
遊
具
備
品
購
入
契
約
の
締
結

（
い
ず
れ
も
可
決
・
承
認
さ
れ
た
）

　

第
５
回 

臨
時
会  

11
月
21
日

災
害
復
旧
費

・
台
風
21
号
に
係
る
災
害
復
旧
費
追
加

 

６
０
８
万
円

同　
　
　

意

・
新
教
育
委
員
会
制
度
に
基
づ
き
、
教
育
長
を

　
任
命

・
教
育
委
員
を
任
命

・
監
査
委
員
を
選
任

（
い
ず
れ
も
同
意
・
全
会
一
致
で
可
決
・
承
認
さ
れ
た
）



問　

県
内
で
固
定
資
産
税
等
の

誤
徴
収
の
報
道
が
あ
っ
た
が
、

本
町
で
は
正
し
く
処
理
さ
れ
て

い
る
か
。

芦
沢
税
務
課
長　

本
町
で
は
ミ

ス
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、

計
算
セ
ン
タ
ー
と
共
に
調
査
を

行
っ
て
い
る
。

問　

共
通
番
号
制
度
対
応
シ
ス

テ
ム
負
担
金
追
加
の
内
容
は
。

石
原
総
務
課
長　

希
望
者
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
旧
姓
表

示
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
住

民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
を
改
修

す
る
も
の
で
あ
る
。

問　

陶
芸
施
設
が
町
民
会
館
か

ら
高
田
公
民
館
に
移
設
さ
れ
る

が
、
今
ま
で
の
利
用
状
況
は
。

森
川
生
涯
学
習
課
長　

主
に
市

川
地
区
文
化
協
会
陶
芸
愛
好
会

の
23
名
が
定
期
的
に
利
用
し
て

い
た
。

　

こ
れ
か
ら
愛
好
会
だ
け
で
な

く
、
広
く
町
民
に
使
っ
て
も
ら

う
よ
う
周
知
し
て
い
く
。

問　

28
年
度
決
算
の
実
質
公
債

費
比
率
は
７
％
だ
が
、
29
年
度

も
同
様
に
維
持
で
き
る
の
か
。

町
長　

実
質
公
債
費
比
率
は

25
％
を
超
え
る
と
国
の
管
理
に

な
る
。

　

当
町
で
は
、
計
画
し
て
い
る

事
業
を
す
べ
て
執
行
し
て
も

13
％
く
ら
い
で
留
ま
る
と
見
込

ん
で
い
る
。

問　

４
月
に
市
川
、
富
士
見
の

各
保
育
所
で
入
園
式
を
行
っ
た

子
ど
も
達
は
、
ま
た
８
月
に
新

し
い
保
育
所
へ
行
く
と
い
う
こ

と
に
な
る
。配
慮
す
べ
き
で
は
。

窪
田
保
育
課
長　

統
合
時
に
子

ど
も
た
ち
が
戸
惑
う
こ
と
の
な

い
よ
う
に
「
＊
年
齢
別
分
散
保

育
」
を
検
討
し
て
い
る
。

問　

児
童
館
の
外
構
工
事
を
早

め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

丹
沢
施
設
建
設
課
長　

子
ど
も

た
ち
の
居
な
い
時
間
を
利
用

し
、
で
き
る
だ
け
早
期
の
完
成

を
目
指
す
。

問　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
の
歳
出
で
、
多
額
の

更
正
の
理
由
は
。

武
田
町
民
課
長　

医
療
費
が
下

が
る
見
込
み
と
な
っ
た
た
め
で

あ
る
。
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に

基
づ
い
て
、
医
療
費
の
抑
制
に

努
め
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

問　

峡
南
在
宅
医
療
支
援
セ
ン

タ
ー
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

内
藤
福
祉
支
援
課
長　

飯
富
病

院
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

総 

務 

教 

育

開催日
12/8

厚 　
　

生 

開催日
12/12

平成30年２月１日発行　第50号 4

＊
年
齢
別
分
散
保
育

　

来
年
４
月
か
ら
３
才
以
上
の
園
児

を
市
川
保
育
所
で
、
３
才
未
満
の
園

児
を
富
士
見
保
育
所
で
保
育
す
る
。

市川大門地区児童館　 12月 4日開所

問　

農
業
委
員
会
の
委
員
は
大

幅
に
減
る
が
選
出
の
形
は
。

丹
沢
農
林
課
長　

農
業
委
員
は

22
名
か
ら
14
名
と
な
る
が
、
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
10
名

と
合
わ
せ
る
と
24
名
に
な
る
。

全
地
区
を
網
羅
し
て
、
応
募
、

推
薦
い
た
だ
け
る
よ
う
農
業
委

員
会
で
も
意
見
集
約
し
て
い

る
。

問　

水
道
管
に
石
綿
管
の
部
分

が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
割
合

は
。

海
沼
生
活
環
境
課
長　

簡
易
水

道
で
は
全
体
の
１
％
、
上
水
道

で
は
、
７
．
５
％
ほ
ど
残
っ
て

い
る
。

問　

上
水
道
、
簡
易
水
道
の
一

元
化
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

生
活
環
境
課
長　

地
域
性
な
ど

難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
審
議

会
等
で
検
討
し
て
い
く
。

問　

上
水
道
の
企
業
債
の
状
況

と
今
回
の
改
定
で
の
改
善
は
。

生
活
環
境
課
長　

償
還
金
の
残

高
は
、
現
在
７
億
６
千
万
円
で

あ
る
。改
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

来
年
度
２
，
４
８
０
万
円
ほ
ど

の
増
収
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　

ふ
る
さ
と
名
物
応
援
宣
言

と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を

指
定
し
て
い
る
の
か
。

林
商
工
観
光
課
長　
「
市
川
和

紙
」
と
「
甲
州
手
彫
り
印
章
」

を
応
援
宣
言
し
て
い
る
。

土 

木 

環 

境

開催日
12/14

常任委員会常任委員会

　放課後５８名（利用登録者数）の児童が家族のお迎えまでの間、児童館指導員とと
もに宿題をしたり、読書をしたり、学年を超えて遊んだりと思い思いに楽しく過ごし
ています。（高校生も利用できます。）

いちかわみさと議会だより５

市川本町駅前

報告報告 質疑の一部を
要旨のみ掲載します
質疑の一部を
要旨のみ掲載します



　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
、
し
尿
処
理
事
業
特

別
会
計
、
火
葬
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
３
件
と
公
平
委
員
の
選
任
で
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
認
定
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

（
報
告　

佐
野
勝
也
）

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定
、
平
成

29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
２
議
案
で
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
認
定
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

監
査
委
員
に
川
崎
充
朗
議
員
が
、
議
会
運
営

副
委
員
長
に
宮
崎
博
巳
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
報
告　

宮
崎
博
巳
）

三
郡
衛
生
組
合

第
２
回
定
例
会　

11
月
30
日

峡
南
衛
生
組
合

第
２
回
定
例
会　

10
月
11
日

第
１
回
臨
時
会　

11
月
30
日

一般会計
　歳　入 2,076万円
　歳　出 1,708万円
　差し引き 368万円
　本町の負担金 290万円
し尿処理事業特別会計
　歳　入 ２億3,636万円
　歳　出 ２億1,534万円
　差し引き 2,102万円
　本町の負担金 3,482万円
火葬事業特別会計
　歳　入 １億9,204万円
　歳　出 １億7,937万円
　差し引き 1,267万円
　本町の負担金 679万円

平成28年度　三郡衛生組合決算

一般会計
　歳　入 ４億2,178万円
　歳　出 ４億1,054万円
　差し引き 1,124万円
　本町の負担金 4,115万円

平成28年度　峡南衛生組合決算

平成30年２月１日発行　第50号 6

　

専
決
処
分
の
承
認
１
件
、
平
成
29
年
度
補
正

予
算
案
２
件
、
平
成
28
年
度
決
算
認
定
２
件
で

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決
・
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

（
報
告　

内
藤　

優
）

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

山山

合合

第
２
回
定
例
会　

10
月
27
日

（万円未満は四捨五入）

一般会計
　歳　入 ４億9,332万円
　歳　出 ４億6,745万円
　差し引き 2,587万円
　本町の負担金 1,171万円
特別会計
　歳　入 993億 9,074万円
　歳　出 968億 8,378万円
　差し引き 25億　 696万円
　本町の負担金 2億 3,424万円

平成28年度
山梨県後期高齢者医療広域連合決算

いちかわみさと議会だより７

組 合 議 会組 合 議 会
　

平
成
28
年
度
決
算
認
定
３
件
で
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
識
経
験
監
査
委
員
に
本
町
の
岸
本
正
幸

氏
、副
議
長
に
村
松
武
人
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
報
告　

村
松
武
人
）

峡
南
広
域
行
政
組
合

第
２
回
定
例
会　

10
月
12
日

（万円未満は四捨五入）

一般会計
　歳　入 17億 5,934万円
　歳　出 17億 3,547万円
　差し引き 2,387万円
　本町の負担金 ３億4,897万円
介護保険特別会計
　歳　入 ２億3,075万円
　歳　出 ２億1,584万円
　差し引き 1,491万円
　（本町は対象外）
峡南ふるさと市町村圏特別会計
　歳　入 1,438万円
　歳　出 1,381万円
　差し引き 57万円
　（本町は対象外） 

（万円未満は四捨五入）

一般会計
　歳　入 4,332万円
　歳　出 4,155万円
　差し引き 177万円
　本町の負担金 276万円
ごみ処理事業特別会計
　歳　入 12億 6,209万円
　歳　出 12億    158万円
　差し引き 6,051万円
　本町の負担金 7,849万円
地区公園事業特別会計
　歳　入 990万円
　歳　出 845万円
　差し引き 145万円
　本町の負担金 69万円
老人福祉事業特別会計
　歳　入 3,912万円
　歳　出 3,658万円
　差し引き 254万円
　本町の負担金 287万円
勤労青年センター事業特別会計
　歳　入 5,376万円
　歳　出 5,178万円
　差し引き 198万円
　本町の負担金 512万円
し尿処理事業特別会計
　歳　入 ２億3,584万円
　歳　出 ２億2,457万円
　差し引き 1,127万円
　本町の負担金 本町は対象外

平成28年度　峡南広域行政組合決算

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
、
ご
み
処
理
事
業
、
し
尿
処
理
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
合
計
11
議
案
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
報
告　

内
田
利
明
）

中
巨
摩
地
区
広
域
事
務
組
合

９
月
定
例
会　

10
月
５
日

平成28年度
中巨摩地区広域事務組合決算

の　報　告の　報　告



町政を問う町政を問う

■髙尾　貫 議員
１　国民健康保険広域化による町民に与える影響は
２　峡南医療センター・市川三郷病院の建て替えは

■一瀬　正 議員
１　市川地区中央通りの一方通行は解除すべきと考えるが、町長の見解と方針は
２　JA西八代の交差点の道路改良について
３　役場総合案内所とすぐやる課の新設について、町長の見解と方針は
４　学校給食費無料化実施に向けて、今後のスケジュールは
５　町営住宅、町有住宅を含む公共施設の電球の LED化への進捗状況は  
６　市川中地区公民館建設に向けて、市川大門町民会館の利用団体の代表各２名
　ずつを加えた建設審議会を設けるべきと考えるが、町長の見解は
７　図書館利用者の利便を図るために、どのような施設利用を図っていく方針か 
 

■笠井雄一 議員
１　財政運営状況および財産管理について  
２　災害時における避難体制について  

■宮崎博巳 議員
１　健康増進を促す「健康マイレージ制度」の導入を  

■内藤　優 議員
１　「子育て支援の充実」という公約をどう具体するか

平成 29年　第４回定例会　5人の議員が質問

一
般
質
問

平成30年２月１日発行　第50号 ８

次回定例会は３月に予定されています。
　傍聴の定員　本会議　　３０人　　委員会　　８人
◆12月定例会の傍聴実績（のべ人数）
　本会議　１６人　　委員会　６人
　　　　　　　※町のホームページから議会本会議の会議録が閲覧出来ます。検索機能もあり便利です。是非ご利用下さい。

◆お問い合わせ　　　議会事務局　☎055-272-1108

議会傍聴におでかけください

◆会議録検索システム利用件数
　平成２９年１月から１２月まで　　４,７１７件

問　

平
成
30
年
４
月
か
ら
、
国

民
健
康
保
険
の
広
域
化
が
実
施

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、
町
民

が
安
心
と
信
頼
で
き
る
制
度
の

確
保
が
出
来
る
か
。

町
長　

国
民
健
康
保
険
は
、
国

民
皆
保
険
の
最
後
の
砦
で
あ

り
、
対
象
者
は
全
員
被
保
険
者

と
な
り
安
心
し
た
社
会
保
障
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も
細

や
か
な
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

　

町
民
へ
の
負
担
は
少
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

問　

広
域
化
さ
れ
た
時
の
保
険

料
の
算
定
方
式
は
、
県
内
統
一

さ
れ
る
の
か
。

町
長　

市
町
村
の
医
療
水
準
に

差
が
あ
る
こ
と
や
、
算
定
方
式

が
異
な
る
こ
と
か
ら
適
正
化
を

進
め
、
３
年
ご
と
の
運
営
方
針

の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

問　

保
険
料
の
負
担
を
抑
え
る

た
め
、
今
後
も
一
般
会
計
法
定

外
繰
入
を
考
え
て
い
る
か
。

町
長　

医
療
費
の
動
向
や
被
保

険
者
の
所
得
等
を
注
視
し
な
が

ら
判
断
す
る
。

問　

市
川
三
郷
病
院
の
建
て
替

え
予
定
は
。

町
長　

数
年
以
内
に
、
県
地
域

医
療
構
想
に
従
い
、
現
在
の
場

所
に
建
替
え
実
現
出
来
る
よ

う
、
企
業
団
議
員
と
共
に
取
り

組
む
。

問　

峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
開
設

後
、
平
成
28
年
度
末
ま
で
の
町

か
ら
の
補
填
額
は
。

町
長　

負
担
金
、
長
期
貸
付
金
、

出
資
金
等
、
総
額
６
億
６
，
６

５
８
万
円
で
あ
る
。

問　

赤
字
解
消
の
改
善
策
は
。

町
長　

企
業
団
に
対
し
、
医
師

の
確
保
、
セ
ン
タ
ー
改
革
プ
ラ

ン
の
目
標
達
成
を
強
く
要
請
し

て
い
る
。

――安心した社会保障が受けられるよう
　　　　　　今後も細やかな対応に努める――
――安心した社会保障が受けられるよう
　　　　　　今後も細やかな対応に努める――

一
般
質
問

髙 尾  　貫 議員

国民健康保険広域化による
　　町民への影響は

いちかわみさと議会だより９

市川三郷病院待合室



一 

瀬  　

 

正 

議
員

平成30年２月１日発行　第50号 10

一
般
質
問

問　

市
川
地
区
中
央
通
り
の
一

方
通
行
は
解
除
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

町
長　

高
校
再
編
に
伴
う
主
要

公
共
施
設
の
所
在
地
移
転
も
あ

り
、
道
路
網
の
見
直
し
整
備
と

併
せ
て
、
取
り
組
み
の
実
現
に

向
け
て
努
力
し
て
い
く
。

問　

Ｊ
Ａ
西
八
代
交
差
点
の
道

路
改
良
は
、
緊
急
、
重
要
課
題

と
考
え
る
が
。

町
長　

県
道
管
理
者
及
び
県
公

安
委
員
会
と
協
議
し
、
安
全
か

つ
利
便
性
の
高
い
交
差
点
改
良

を
検
討
し
て
い
く
。

 

問　

役
場
総
合
案
内
所
設
置
と

「
す
ぐ
や
る
課
」
の
新
設
は
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
で
重
要

と
考
え
る
が
。

町
長　

親
切
・
丁
寧
を
旨
と
し

た
窓
口
対
応
は
指
示
し
て
い
る

が
、
今
後
、
専
任
職
員
に
よ
る

案
内
所
設
置
を
検
討
し
て
い

く
。

問　

公
共
施
設
の
電
球
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
の
進
捗
と
今
後
の
方
針

は
。

町
長　

財
政
効
果
・
環
境
問
題
・

従
来
型
電
球
等
の
生
産
状
況
な

ど
、
総
合
的
に
検
討
し
、
計
画

的
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
行

く
。

問　

中
地
区
公
民
館
建
設
に
向

け
た
建
設
審
議
会
の
設
置
を
。

町
長　

検
討
委
員
会
の
設
置
を

考
え
て
い
る
。
設
置
に
伴
い
、

市
川
大
門
町
民
会
館
の
利
用
者

の
声
も
反
映
で
き
る
よ
う
利
用

団
体
の
代
表
者
に
も
参
加
し
て

い
た
だ
く
。

問　

新
図
書
館
が
完
成
す
る
ま

で
の
施
設
利
用
方
法
は
。

町
長　

三
珠
分
館
、
六
郷
分
館

を
利
用
し
て
い
た
だ
く
。

　

本
庁
舎
で
は
貸
出
・
返
却
・

予
約
の
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い

く
。

問　

新
図
書
館
完
成
後
の
高
齢

者
の
図
書
利
用
へ
の
対
応
は
。

町
長　

長
期
貸
出
サ
ー
ビ
ス
を

活
用
し
、
中
地
区
公
民
館
に
図

書
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
を
検
討
す

る
。

問　

新
児
童
館
に
読
書
が
で
き

る
コ
ー
ナ
ー
確
保
を
。

町
長　

読
書
が
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
た
。
図
書
に
つ

い
て
は
、
旧
市
川
大
門
児
童
館

の
図
書
を
移
設
し
、
定
期
的
な

図
書
の
入
れ
替
え
も
検
討
す

る
。

―
―

案
内
所
設
置
を
検
討
し
て
い
く ―

―

役
場
総
合
案
内
所
の
設
置
を

すぐやる課

ＪＡ西八代交差点付近

一
般
質
問

笠 井 雄 一 議員

平成 30 年度の予算編成方針は

―― 町の第二次総合計画等
　　　　　戦略的に予算へ反映する ――

いちかわみさと議会だより11



一
般
質
問

問　

選
挙
公
約
で
あ
っ
た
「
子

育
て
支
援
の
充
実
」
と
し
て
の

学
校
給
食
費
の
無
料
化
は
ど
の

よ
う
に
進
め
る
方
針
か
。

町
長　

現
在
給
食
費
に
対
し
て

は
、
１
食
あ
た
り
小
学
校
20
円
、

中
学
校
30
円
を
助
成
し
て
い

る
。

　

更
な
る
少
子
化
対
策
、
子
育

て
支
援
策
と
し
て
、
園
児
か
ら

中
学
３
年
生
ま
で
の
給
食
費
の

無
料
化
を
計
画
的
に
進
め
る
。

　

ま
ず
来
年
度
の
平
成
30
年
度

よ
り
園
児
か
ら
小
学
生
を
対
象

と
し
て
実
施
す
る
計
画
で
あ

る
。

問　

現
在
は
地
区
に
よ
り
保
育

所
・
幼
稚
園
の
給
食
の
提
供
形

態
が
異
な
っ
て
い
る
。
ど
の
よ

う
な
対
応
と
し
て
い
く
の
か
。

窪
田
保
育
課
長　

現
在
地
区
や

園
に
よ
り
、
施
設
か
ら
主
・
副

食
を
提
供
す
る
形
態
、
主
食
は

持
参
す
る
形
態
が
あ
り
、
給
食

の
提
供
範
囲
や
負
担
が
一
律
で

は
な
い
。

　

今
後
給
食
費
の
保
護
者
負
担

の
無
料
化
の
公
平
性
を
保
ち
な

が
ら
の
具
体
的
検
討
を
進
め

る
。

問　

公
約
の
「
児
童
・
生
徒
の

学
力
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
継
続
」

の
具
体
的
内
容
は
。

町
長　

29
年
度
実
施
の
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
で
は
、
町

内
各
小
中
学
校
で
県
平
均
を
上

回
る
結
果
で
あ
っ
た
。

　

学
習
意
欲
や
生
活
・
学
習
習

慣
に
関
し
て
も
高
評
価
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
れ
は
30
人
規
模
学
級
の
た

め
の
教
員
加
配
や
特
別
支
援
員

配
置
な
ど
の
教
育
委
員
会
の
支

援
、
学
校
で
の
授
業
の
充
実
、

家
庭
の
協
力
な
ど
が
統
合
さ
れ

た
教
育
力
の
結
果
と
理
解
し
て

い
る
。

　

今
後
も
、
学
校
・
家
庭
を
支

え
、
連
携
し
て
学
力
向
上
に
取

組
ん
で
い
く
。

問　

英
語
教
育
充
実
の
た
め
、

英
語
検
定
試
験
受
験
料
を
全
額

補
助
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　

教
育
委
員
会
と
も
協
議

し
検
討
す
る
。

内 藤　 優 議員

「子育て支援の充実」の公約は
  どう具体化するのか

――給食費の無料化を計画的に進める ――

いちかわみさと議会だより13

給食センター

一
般
質
問

町
長　

県
内
で
は
南
ア
ル
プ

ス
・
韮
崎
・
甲
斐
・
都
留
・
富

士
吉
田
の
５
市
で
実
施
し
て
い

る
。

　

地
域
住
民
が
、
健
康
で
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
「
住
民

健
康
診
断
」「
人
間
ド
ッ
ク
事

業
」「
運
動
習
慣
づ
く
り
の
た

め
の
運
動
教
室
」「
生
活
習
慣

病
予
防
教
室
」「
健
康
づ
く
り

の
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
」「
心
の

健
康
づ
く
り
事
業
」
な
ど
、
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　

よ
り
多
く
の
方
に
事
業
に
参

加
し
て
頂
く
た
め
、Ｐ
Ｒ
方
法

や
事
業
内
容
を
工
夫
す
る
と
共

に
、
地
域
組
織
と
の
連
携
を
図

り
充
実
に
努
め
て
い
く
。

　

制
度
の
導
入
は
、
費
用
対
効

果
な
ど
を
確
認
し
、
健
康
づ
く

り
事
業
の
評
価
・
分
析
と
併
せ

て
検
討
す
る
。

問　

生
活
習
慣
病
対
策
に
も
こ

の
事
業
は
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
む
き
っ
か
け
に
な
る
の
で

は
。

渡
辺
い
き
い
き
健
康
課
長　

先

進
地
の
状
況
を
確
認
す
る
と
健

康
意
識
を
高
め
る
効
果
が
み
ら

れ
る
。

町
長　

実
施
し
て
い
る
５
市
と

一
概
に
比
較
は
出
来
な
い
が
、

正
確
に
調
査
、
研
究
し
具
体
的

な
検
討
に
入
る
。

「
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
制
度
」
の
導
入
を

―
―

費
用
対
効
果
を
確
認
し
検
討
す
る ―

―

宮
崎 

博
巳 

議
員

平成30年２月１日発行　第50号 12

「
＊
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
制
度
」

　

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
と
も
い
わ
れ
、

健
康
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
ポ
イ

ン
ト
化
す
る
こ
と
に
よ
り
住
民
一
人

ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
意

識
向
上
の
契
機
と
し
て
も
ら
う
ひ
と

つ
の
方
法

で
き
る

健康と福祉のつどい



　

請　
　

願

　

核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
し

批
准
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
請
願

○
請
願
人

　

市
川
三
郷
九
条
の
会

大
塚
三
六
六
九ｰ

一

代　

表　

小
林　

一
史

副
代
表　

立
川
善
之
助

事
務
局　

村
松
光
比
古

○
紹
介
議
員

三
神　

貞
雄

一
瀬　
　

正

佐
野　

勝
也

笠
井　

雄
一

　

人　
　

事

○
教
育
委
員
会
教
育
長

　

佐
藤　

紀
征　

氏
（
岩
間
）

○
教
育
委
員
会
委
員

　

今
村　

孝
男　

氏
（
市
川
大
門
）

○
監
査
委
員

　

岸
本　

正
幸　

氏
（
高
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　●条例の制定 　　結　果
農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数に関する条例制定 可決　全会一致
　●条例の改正 　　結　果
保育所条例中改正 可決　全会一致
簡易水道給水条例中改正 可決　全会一致
水道給水条例中改正 可決　全会一致
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例中改正 可決　全会一致
町長、教育長の給与及び旅費条例中改正 可決　全会一致
職員給与条例中改正 可決　全会一致
　●補正予算（一般会計・特別会計） 　　結　果
平成29年度一般会計補正予算（第７号）（第８号） 可決　全会一致
平成29年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）（第４号） 可決　全会一致
平成29年度介護保険特別会計補正予算（第３号）（第４号） 可決　全会一致
平成29年度簡易水道特別会計補正予算（第２号）（第３号） 可決　全会一致
平成29年度公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）（第４号） 可決　全会一致
平成29年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 可決　全会一致
平成29年度戸別浄化槽整備推進事業特別会計補正予算（第１号） 可決　全会一致
平成29年度訪問看護ステーション西八代特別会計補正予算（第２号） 可決　全会一致
平成29年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可決　全会一致
平成29年度上水道事業会計補正予算（第２号） 可決　全会一致
　●規約の変更 　　結　果
峡南衛生組合規約の変更 可決　全会一致
　●その他議案 　　結　果
固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求める 同意　全会一致
公平委員会委員の選任につき同意を求める 同意　全会一致
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求める 適任　全会一致
選挙管理委員会委員および同補充員の選挙 可決　全会一致
　●請願 　　結　果
核兵器禁止条約に参加し批准する意見書の提出を求める請願 採択　全会一致

第4 回定例会（12月７日～１８日）審議結果
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○髙尾　貫　　◎市川朝嗣　　　宮崎博巳　　　　松野清貴　　　内藤　優　　　秋山詔樹
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常任委員会の構成 ◎＝委員長　○＝副委員長

◇所管　企画課・防災課・施設建設課・総務課・財政課・政策推進課・税務課・議会事務局・
　　　　出納室・三珠支所・六郷支所・教育委員会の所管する事項
◇所管　企画課・防災課・施設建設課・総務課・財政課・政策推進課・税務課・議会事務局・
　　　　出納室・三珠支所・六郷支所・教育委員会の所管する事項

◇所管　町民課・いきいき健康課・福祉支援課・保育課の所管する事項◇所管　町民課・いきいき健康課・福祉支援課・保育課の所管する事項

総務教育常任委員会

厚生常任委員会

◇所管　農林課・商工観光課・生活環境課・土木整備課・まちづくり推進課の所管する事項◇所管　農林課・商工観光課・生活環境課・土木整備課・まちづくり推進課の所管する事項

土木環境常任委員会

○小川好一　　　　有泉　希　　　　　◎川崎充朗　　　　三神貞雄　　　　一瀬　正

○丹澤　孝　　　 佐野勝也　　　◎内田利明　　　　　笠井雄一　　　　　村松武人
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みんなのページみんなのページ

【チーム紹介】
　１９９０年（平成２年）に結成。
　バスケットボールを通じてスポーツに接する喜
びを感じてもらえるように、楽しく、また、時に
は厳しく指導をしています。
　また、子ども達は同学年の仲間はもちろん、学
年の枠を超えた友情も育みながら、団体の中での
個のあり方、保護者の方々や指導者など目上の
人々への接し方を通じて、挨拶などの礼儀を含め
様々な面において日々成長をしています。
　これからもミニバスケットボールのルールブッ
クにもある『友情・ほほえみ・フェアプレイの精神』
のもと、日々の練習や試合に励み、子ども・保護者・

指導者が一丸となって団の更なる成長を目指した
いと考えています。

【主な活動内容】
毎週火曜日・木曜日の18:30～20:30に定期練習。
例年、５月の交歓大会、６月の県選手権大会、
10 月の関東大会予選、１月のＵＴＹ旗ミニバス
大会、２月の新人大会の県主催５大会に参加。
　公式戦以外にも練習試合や招待試合など県内外
に出向き、様々なチームと交流しながら親睦を深
めています。
　団員は随時募集中です！！

市川ミニバスケットボールスポーツ少年団市川ミニバスケットボールスポーツ少年団市川ミニバスケットボールスポーツ少年団

【ホームページ】　http://www.geocities.jp/ichikawa_mini/
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